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結果：

項目 26年度（84名） 27年度（86名）

再試験対象 15名（18%） 4名（5%）

再履修対象 9名（11%） 0名（0%）

授業評価 3.8 3.4



意見を考える時間 5分では短い？

意見を考える個人ワーク（5分）

意見を発表するグループワーク（15分）講義（20分）

まとめ（10分）

事前に意見を考える時間を確保する



工夫

• LMSを使った事前学習

•授業進行の明示と声かけ

•教室のレイアウト



LMSを使った事前学習

• LMSにはMoodleを用いた

授業開始時に最終回までの課題を提示

事前課題に教員が授業日までに確認

• LMSの利用環境

全学生が同一仕様の機器を利用

全教室に無線LANアクセスポイントを設置

利用環境に関して教員の管理負荷は無い



Moodle画面



授業進行

• 授業進行の明示
ワークシートの配布

ワークの時間や内容
を説明

• グループワーク支援

事前課題を用いて発
言を促す

• グループサイズ

80名を４クラス

↓
１クラスを４グループ

↓
１グループ５名



教室レイアウト

• 荷物置き場を作る
教室の後方に授業に

必要のないものを

置いておく

• 逃げ場を作る
グループワークに

参加しにくいときや

ちょっと外れたいとき

• 机や椅子の配置







「意見を考える」から「発表準備」へ

発表準備の個人ワーク（5分）

意見を発表するグループワーク（15分）講義（20分）

まとめ（10分）



結果１

項目 26年度（84名） 27年度（86名）

再試験対象 15名（18%） 4名（5%）

再履修対象 9名（11%） 0名（0%）

授業評価 3.8 3.4



結果２

再履修者は減少

事前課題提出率は100％ではない

• 課題毎 • 学生別
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今後の課題
•事前学習に関して
取り上げる内容の適切さを検討

取り組んでいない学生への対応

•授業進行に関して
LMSでの事前ディスカッションの実施

講義も事前学習に含める

• LMSの利用環境に関して
指定外の機器や学外での通信環境への対応



創発的な議論ができるように

講義・グループワークを事前学習へ
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